
障害者福祉推進課

社会参加推進・芸術文化担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B93
塙保己一没後２００周年イベント事業 民生費 障害者福祉費 障害者福祉啓発推進費

宣言項目 11 オリンピック・パラリンピックなどを契機とした地域の活性化 10

分野施策 030730 障害者の自立・生活支援 10-2,10-3,10-4

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

　（県１０／１０）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 2,038 2,038 △498

前年額 2,536 2,536

令和 3年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

社会福
祉費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

障害者基本法第6条 SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　塙保己一は視覚に障害がありながら不屈の精神で学問
に打ち込み「群書類従」を編纂した郷土の偉人である。
　共生社会を実現するため、塙保己一没後200周年の
節目を迎える令和3年の機会を捉え、塙保己一の業績を
広く発信していく。

（１）塙保己一没後200周年イベント事業　2,038千円

（１）事業内容
　　　塙保己一没後200周年イベントの開催　1回　2,038千円

（２）事業計画
　　　有識者による講演、ブラインドスポーツなどパラアスリートによるステージショーなど開催する。
　　　令和２年度に制作したＰＲ動画やパネルを展示する。

（３）事業効果
　　・塙保己一の生涯や功績を紹介し、その偉業を語り継ぎ後世にバトンをつないでいくことができる。
　　・視覚障害者に対する理解を深め、共生社会づくりの施策を進めることができる。
　　・令和３年度は塙保己一（本庄市）没後２００周年の年であること、また渋沢栄一翁（深谷市）が
　　　大河ドラマの主人公や新１万円札の肖像に決まったことなどを全国にＰＲすることにより県北部
　　　地域への観光客の誘致につなげることができる。

　9,500千円×0.5人＝4,750千円

前年との
対比

― 福祉部 B93 ―
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